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D
J
、
京
都
外
国
語
大
学
・
天
理

大
学
・
甲
南
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

専
門
は
在
日
ブ
ラ
ジ
ル
人
研
究
（
言
語
・
教
育
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
育
。
近
年
は
、

継
承
語
と
し
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
教
育
・
教
材
開
発

に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
共
著
に
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
会
話
エ
ッ
セ
ン
ス
』（
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

　

阪
急
宝
塚
線
の
豊
中
駅
か
ら
徒
歩
約
一

〇
分
、
国
道
一
七
六
号
線
沿
い
か
ら
若
干

奥
ま
っ
た
閑
静
な
住
宅
街
に
位
置
す
る
三

階
の
建
物
「
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
二
階
に
、
財
団
法
人
と
よ
な
か

国
際
交
流
協
会
は
事
務
所
を
構
え
て
い
る
。

　

私
は
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
こ
こ
の
活
動

に
関
心
を
い
だ
き
、
定
期
的
に
訪
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
向
か
う
た
び
に
我
が
家
へ

の
帰
路
に
着
く
よ
う
な
感
覚
を
い
だ
く
。

同
じ
よ
う
に
感
じ
る
人
も
多
い
よ
う
で
、

建
物
の
入
口
付
近
の
「
セ
ン
タ
ー
は
わ
た

し
に
と
っ
て
…
…
」
と
い
う
寄
せ
書
き
ポ

ス
タ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
ば
で
、

「
僕
の
生
活
の
一
部
分
で
す
」
、「
私
の
家

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
」
な
ど
、
こ
こ
に

集
う
外
国
人
や
日
本
人
の
率
直
な
気
持
ち

が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

二
階
の
オ
ー
プ
ン
・
カ
ウ
ン
タ
ー
式
の

協
会
事
務
所
に
面
し
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
が
集
う
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
な
か
で
日
本
語
を

学
ん
だ
り
、
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り

す
る
外
国
人
の
姿
が
目
に
留
ま
る
。
と
く

に
生
き
生
き
と
し
て
い
る
の
が
外
国
人
マ

マ
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
で
、
こ
こ
に
集
ま

る
彼
ら
に
と
っ
て
心
地
よ
い
空
間
と
な
っ

て
い
る
よ
う
す
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

協
会
が
展
開
す
る
三
大
事
業
で
あ
る

「
相
談
サ
ー
ビ
ス
」、「
日
本
語
」、「
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
」
は
、「
女
性
と
子
ど
も
」
を

対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
の
財
政
悪

化
や
協
会
予
算
の
逼
迫
等
と
い
っ
た
近
年

の
状
況
か
ら
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
ん
だ
結
果
で
は
あ
る
が
、
異
国
の
地
で

も
っ
と
も
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
、
弱
い

立
場
に
置
か
れ
て
い
る
両
者
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
点
に
と
く
に
注
目
し
て
い
る
。

　

協
会
が
実
施
す
る
事
業
に
外
国
人
の
声

が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
八
年
の
多
言
語
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

相
談
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
か
ら
で
あ
る
。
外

国
人
に
寄
り
添
う
方
向
へ
と
協
会
が
シ
フ

ト
し
た
の
は
、
多
言
語
ス
タ
ッ
フ
の
存
在

が
大
き
い
。
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
単
な
る
通

訳
で
は
な
く
、
同
郷
の
、
と
く
に
女
性
た

ち
の
相
談
に
乗
り
、
寄
り
添
い
、
そ
の
声

を
協
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
き
た
。

　

結
果
と
し
て
、
母
子
保
健
事
業
、
外
国

人
マ
マ
・
親
子
の
交
流
事
業
、
幼
い
子
ど

も
連
れ
の
母
親
で
も
積
極
的
に
参
加
で
き

る
保
育
付
き
日
本
語
事
業
な
ど
、
需
要
に

即
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
生
ま
れ
、
発

展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

保
育
付
き
の
日
本
語
ク
ラ
ス
は
、
日
本

語
を
学
ぶ
場
だ
け
で
な
く
、
異
国
で
の
出

産
や
子
育
て
か
ら
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

自
分
の
ル
ー
ツ
を
肯
定
し
て
価
値
を
見
出

し
、
仲
間
と
寄
り
添
え
る
場
所
を
提
供
す

る
活
動
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語

学
習
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
サ
ン
プ
レ
イ
ス
」
は
、

大
学
生
・
大
学
院
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

日
本
語
と
学
習
を
支
援
し
、
両
者
が
寄
り

添
っ
て
成
長
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。

　

母
語
・
学
習
支
援
事
業
は
一
般
に
多
数

あ
る
が
、
こ
こ
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
ユ

ニ
ー
ク
な
点
は
、
子
ど
も
た
ち
と
同
じ

ル
ー
ツ
を
も
ち
、
同
じ
経
験
を
し
、
年
齢

も
近
い
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
、
同
じ

目
線
で
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
引
っ

張
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

「
子
ど
も
母
語
」
の
ス
ペ
イ
ン
語
担
当
は

大
学
院
生
、
中
国
語
担
当
は
大
学
生
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
た
ち
は
高
校
生
、
ま
た
「
サ

ン
プ
レ
イ
ス
」
で
も
中
国
な
ど
に
ル
ー
ツ

が
あ
る
大
学
生
た
ち
が
「
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」
を
務
め
、
子
ど
も
た
ち
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
活
動
で

成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
新
た
な

子
ど
も
た
ち
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
姿

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。

　

外
国
人
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
目
指

し
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
き
た
協

会
だ
が
、
現
在
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
来
年
、
活
動
拠
点
が
豊
中
駅
に
隣

接
す
る
商
業
施
設
内
に
移
転
す
る
の
だ
。

ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
、
よ
り
多
く
の

人
が
集
え
る
よ
う
に
は
な
る
が
、
親
し
ん

外
国
人
の「
居
場
所
」を
つ
く
る

財
団
法
人 

と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会

で
き
た
施
設
の
移
転
の
反
対
運
動
が
稔
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
、「
当
事
者
で
あ
る
自

分
た
ち
の
声
が
無
視
さ
れ
た
」
と
落
胆
す

る
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
移
転
の
一
年
後
に
は
、
現
在

の
と
よ
な
か
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管

理
者
で
あ
る
協
会
の
当
初
の
管
理
期
間
が

終
了
す
る
。
継
続
で
き
な
け
れ
ば
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

　

外
国
人
市
民
の
居
場
所
づ
く
り
を
長
年

か
け
て
行
な
っ
て
き
た
協
会
だ
が
、
今
後

と
も
地
域
の
外
国
人
に
と
っ
て
の
「
拠
り

所
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
地
域
住
民
と
し
て
、
外
国
出
身

者
と
し
て
、
女
性
と
し
て
、
協
会
の
今
後

に
期
待
し
、
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

豊
中
市
の
外
郭
団
体
と
し
て
一九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

安
心
し
て
集
え
る「
場
づ
く
り
」を
行
な
う｢

財
団
法
人
と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会｣

。

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
人
た
ち
の「
居
場
所
・
拠
り
所
」を
用
意
す
る
と
と
も
に
、エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る

レ
ス
を
共
有
す
る
女
性
た
ち
に
と
っ
て
、

息
抜
き
と
交
流
が
で
き
る
憩
い
の
場
に
も

な
っ
て
い
る
。
社
会
の
な
か
で
居
場
所
を

確
立
で
き
な
い
外
国
人
女
性
に
と
っ
て
、

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

相
談
事
業
も
ま
た
、
当
初
の
四
言
語
か

ら
九
言
語
対
応
に
な
り
、
生
活
相
談
だ
け

で
な
く
、
家
庭
内
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
相
談

の
増
加
に
伴
っ
て
Ｄ
Ｖ
専
用
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
充
実
し
て
き
た
。

と
く
に
Ｄ
Ｖ
相
談
で
は
、
支
援
す
る
機
関

が
全
国
的
に
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、「
Ｄ

Ｖ
の
相
談
な
ら
と
よ
な
か
へ
」と
言
わ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。

　

協
会
に
通
う
子
ど
も
た
ち
は
、
来
日
し

た
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
日
本
生
ま
れ
、

日
本
育
ち
の
外
国
籍
や
ダ
ブ
ル
の
子
ど
も

な
ど
も
増
え
、
大
き
く
多
様
化
し
て
い
る
。

　

私
が
協
会
の
活
動
で
も
っ
と
も
注
目
し

て
い
る
「
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
」
事
業
の
対

象
は
、
そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
で
あ
る
。

こ
と
ば
や
文
化
が
家
庭
か
ら
失
わ
れ
る
こ

と
を
危
惧
す
る
保
護
者
の
呼
び
か
け
で
、

母
語
・
母
文
化
継
承
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
子
ど
も
母
語
」
活
動
が
開
始
さ
れ
、
現

在
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中

国
語
の
ク
ラ
ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

言
語
学
習
が
メ
イ
ン
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
が
そ
こ
で
母
語
・
母
文
化
に
触
れ
、

直
面
す
る
課
題
と
期
待
、

そ
し
て
協
会
の
今
後

母
語・母
文
化
継
承
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
子
ど
も
母
語
」活
動

多
文
化
を

さ
さ
え
る

人
び
と

外
国
人
マ
マ
と
子
ど
も
た
ち
の

心
地
よ
い
空
間
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相談を受け持つポルトガル語、ベトナム語、スペイン語の多言語スタッフたち

交流スペースで日本語を学ぶ外国人とボランティア

外
国
人
女
性
に
と
っ
て
は
、

オ
ア
シ
ス
の
よ
う
な
存
在

外国人や日本人の想いを込めた寄せ書き
「子ども母語」活動の子どもたちとボランティア


